
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生の皆さんにとって、今いるフィールドとはどこでしょうか？ 

学校や塾、友人や家族、あるいは SNS。 

そのどこにあっても「ルール」が存在し、そのルールに対して、時には守られ、 

時には縛られていると感じることがあるのではないでしょうか。 

金沢大学法学類では、高校生が法学類生と一緒に「法（ルール）」について考え、 

理解を深めるセミナー「ウィークエンド・ロースクール」を毎年開催しています。 

今年度も、石川県立図書館と共催し、より開かれた場での開講となります。 

文系理系を問わず、あらゆる分野で必要性が高まっている「ルール・リテラシー」を考える

セミナーに、たくさんの高校生のご参加をお待ちしています。 

※このセミナーは、『KUGS ⾼⼤接続プログラム』（⾼⼤接続コア・センター主管）の「KUGS Live セミナー」のひとつとして
提供されます。 

問合せ先：⾦沢⼤学法学類 ウィークエンド・ロースクール担当  
sol.kanazawa+wls@gmail.com 

10 月 13 日（火） 9 時 受付開始 ／ １2 月 10 日（木） 17 時 締切 

2026 年 12 月 12 日（土） 10:00～15:00 （昼休憩あり） 

石川県立図書館 だんだん広場 

第２回        裁 判 劇 を通 じて法 的 思 考 を学 ぼう  

刑事裁判の被告人は、何をもって有罪または無罪とされるのでしょうか。裁判官や裁判員は、事件の残
虐性や当事者への憐憫に左右されることなく、法廷で示された証言や証拠を一つずつ見極め、何が事
実であるかを慎重に検討し判決を下します。裁判員役となって判決を「考える」体験をしてみましょう。 

第１部 ： 大学生が演じる模擬裁判劇を傍聴します。深夜に男性をナイフで刺し、重傷を負わせた事
件。被告人には殺意があったとして殺人未遂罪となるのか、あるいは激しい暴行から身を守
るための正当防衛となるのか。検察側と弁護側の主張がぶつかり合います。 

第２部 ： 裁判員の一人として「評議」に参加しましょう。大学生と一緒に、グループで話しあい、判決
を導き出します。難解な法律概念を用いることなく、常識に基いて丁寧に検討を重ねると、
いったいどんな判決が導き出されるでしょうか。 


